
令和５年度事業計画の考え方（案）

 （１）多様な主体と協力・連携した教育普及事業

　ア　図書館・公民館・青少年会館等と連携した教育普及事業の実施

　イ　学校教育への協力や児童生徒の博物館活動への参加の検討・準備

　ウ　博物館実習生受け入れの準備

（２）市民ボランティアの育成

　ア　子ども博物館サポーターの検討・準備

　イ　博物館パートナー制度の検討・準備

（３）アウトリーチ事業

　ア　学校への出前授業の実施

（４）ITを活用した学びの機会創出と魅力発信の取り組み

　ア　デジタルアーカイブの周知及び教育普及活動の実施

　イ　収蔵資料のデジタル化を推進

―博物館登録の実施

ー旧文化資料館跡地の売却

ーミュージアムグッズの検討・試行

ー登録有形文化財（建造物）の保存活用計画策定及び

　改修事業の推進

市民・利用と

ともに考え

活動し、

成長する博物館

ア 市民や多様な主体との

協力と連携

イ 文化資料館の活動の

継承と拡充・発展

ウ ITの活用

活動基本方針 取り組みの方針（視点） ■ 主な実施事業（令和5年度）
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■ その他の主な事業


